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研究成果の概要（和文）：本研究では、平城宮・京跡から日々出土する人為的な加工が残る木材や樹皮などの植
物質遺物を体系的に整理し、考古学的検討に取り組んだ。特に、多量に出土する木屑や木端等の木材加工残滓を
対象とし、出土資料の分類及び細部観察の調査を実施した。
木材加工残滓から平城宮・京における木工活動の一端を明らかにするとともに、平城宮・京における木材利用の
サイクルを考えるにあたり有用な成果を得た。

研究成果の概要（英文）：In this study, I conducted archaeological analyses of the organic remains 
from the Nara Palace and Capital Site. Especially, I focused on a large number of wood residues left
 after making woodworking from the Site and conducted classifying and detailed observation of them. 
Through the archaeological analyses of residues, I clarified detailed aspects of the wood working 
and acquired new findings of the wood usage Cycle in the Site.

研究分野： 考古学

キーワード： 平城京　奈良時代　木器製作　木屑　有機質遺物
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研究成果の学術的意義や社会的意義
都城から出土する有機質遺物は、その資料的制約から十分に研究対象とされてきたとはいえない。それらの資料
に焦点を絞り、それらの詳細な観察、計測、実測、樹種同定という考古学的検討を通して木工活動の一端を明ら
かにした点は、基礎研究の第一歩として大きな成果であるといえる。また、収蔵されたままの資料を見出し、検
討を加え、学術的意義を付した上で公に提示することができた点で大きな社会的意義があるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 平城宮や平城京跡の発掘調査においては、条坊側溝や土坑、溝などから木簡をはじめとし、木
屑や樹皮、種子などの膨大な有機質遺物が出土する。しかしながら、木屑などの有機質遺物は、
遺物としての位置づけや重要性が明確に評価されておらず、報告されていないものも多く、基礎
的な情報が不足している。中でも、木屑は木器加工段階で排出される製作残滓であり、当該期の
木工活動を直接的に明らかにし得る資料である。そこで、古代都城から出土する人為的な加工が
残る木屑や樹皮などの植物質遺物を考古学的に検討し、体系的に整理して遺物の位置づけをお
こなう必要性があると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、古代都城から出土する人為的な加工が残る木屑や樹皮などの植物質遺物を
体系的に整理して情報を引き出し、そこから都城における木器工房や手工業生産の在り方を整
理し、解明することである。 
 日常生活は元より、事務作業や儀式などに多くの手工業製品を必要とした都城では官僚組織
の中に工人を取り込んでいたことが文献から把握できる。しかしながら、平城宮や平城京におけ
る工房や手工業の実態は鉄製品など一部を除き不明確である。そこで、平城宮や平城京から出土
する木器加工段階で排出される木屑などの植物質遺物に焦点を当て分析をおこない、平城宮や
平城京における手工業の在り方を解明するとともに、当時の社会や生活における植物質資源利
用の重要性を明確化する。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究においては、平城宮や平城京跡から出土する植物質遺物について、出土遺構、層位が明
らかな資料を対象として分析をおこなった。調査資料の多くは、独立行政法人国立文化財機構奈
良文化財研究所の所蔵資料である。また、調査対象が出土した遺構は基本的に既報告のものであ
り、時期や性格が一定程度明らかなものである。具体的な研究方法は、遺物の観察を軸とし、研
究対象の実測図の作成と、樹種同定をセットでおこない、基礎資料の提示をおこなった。また、
資料の一括性を重視し、同一遺構、同一層位の資料のまとまりを分析対象とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

< 上 > 平城京出土燃えさし 

< 左 > 平城京出土木屑 



４．研究成果 
（１）平城京左京二条二坊十四坪における木工にかかわる工房の存在が推測されている奈良時
代前半の土坑資料について、同一層位の木製品、切削時の加工屑、自然木等の樹種同定を網羅的
におこなった。木製品、切削時の加工屑と自然木では大きく傾向が分かれた。加工屑にみられる
樹種は自然木の樹種には現れず、木材として搬入・加工されたと推測できる。また、比較資料と
して平城宮内の廃棄土坑の木屑、自然木についても樹種同定をおこない、120 点余りの樹種デー
タを蓄積した。その結果、加工屑にみられる樹種は自然木の樹種には現れず、平城宮・京におけ
る利用材と周辺の植生に差があることを示した。 
 
（２）平城宮・京の木工の一例として加工の残る竹について集成をおこない、実測図の作成、写
真撮影等の資料化をおこない、報告した。対象としたのは、これまでに平城宮・京跡で出土して
おり、遺構、層位で奈良時代のものと確定できる資料である。合わせて種同定をおこない、その
多くがハチクかマダケであることを確認した。竹製品の加工が平城京内で行われていることを
出土資料から示した。 
 
（３）平城宮内の廃棄土坑の資料から製作途中の薄板及び多量の削り屑、完成品を抽出した。平
城宮内における規格のある薄板製作についての考察及びその製作方法の復元をおこなった。土
坑内から出土した薄板、削片、未成品の組み合わせは、板目の薄板が宮内を含む周辺で製作され
ていたことを示す。 
 

（４）平城京左京二条二坊十四坪から出土した「燃えさし」について樹種同定の成果と遺物の報
告をおこなった。燃えさしは、火をつけるもしくは火を移す役割を持つ棒状の木製品である。こ
れらは、平城宮・京等で数多く出土する曲物や人形、檜扇など木製品には見られない、木の節の
影響を受けたゆがみのある材などが多く用いられている。このことは製材時の端材の利用、もし
くは建築部材などの廃材の転用を示しており、平城宮・京における木材利用サイクルを考えるに
あたり有用な成果である。 
 
（５）本研究の目的の一つであった、平城宮跡、平城京跡から出土する木屑について、それらを
考察するための方法論を整理した。あわせて、形態の分類を進めるために現代の加工具と木屑を
対照させた写真図版を掲載した図書、『木屑を考える 古代の木工活動を検討するための一試論』
を刊行した。出土遺物としての木屑を検討するための一指標となる重要な成果である。 

< 上 > 刊行した『木屑を考える』 

< 右 > 内容の一例 
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